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機能性食品健康機能

緑茶茶葉中の有機酸および脂肪酸の分析

白井 展也
食品研究部門 食品健康機能研究領域

成果の特徴
• 味などに関連する有機酸と栄養に関連する脂肪酸組成を簡便に同時に分析で

きる。
• 抽出操作の必要がない。

成果の内容
各有機酸と脂肪酸をブチル誘導体にして、ガスクロマトグラフィーにより同時分析
を可能にした。

成果の活用
緑茶だけでなく、野菜パウダーのなどの素材の有機酸と脂肪酸分析にも利用できる
可能性がある。

Nobuya Shirai: Gas chromatographic Analysis of Organic Acids in Japanese 
Green Tea Leaves Journal of oleo science 68(12) 1271-1277 (2019)
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コハク酸

20μL 2,2-ジメトキシプロパン

100℃, 120分間加熱
約15分でボルテックスミキサーで液面が2回上下す
る程度の攪拌

室温にさがるまで放置

試験管ミキサーで攪拌

試験管ミキサーで攪拌

試料50mgをスクリューキャップ試験管に入れる

3 mL ヘキサン添加

1 mL 飽和炭酸ナトリウム水溶液添加

遠心分離後上層回収しGC分析へ

1 mL 10%(v/v)硫酸ブタノール

50μL グルタル酸（I.S.)含有ブタノール


